
第 ２ 回 総 会  ２ ０ ５ 名 参 加 ！ 

裁 判 勝 利 へ 新 た な 一 歩 

６ 人 の 原 告 が 訴 え ま し た 。 

左から成田 純子さん（北見）、 

川口 美幸さん（札幌手稲区）、 

佐賀 光江さん（小樽）、 

七尾 真美さん（札幌中央区）、 

伊藤 弘美さん（札幌中央区）、 

菊地 繭美さん（札幌東区） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

希望の明日 
２ ０ ０ ９ 年 ２ 月 １ ７ 日  ２ ０ 号 

生 存 権 裁 判 を 支 援 す る 北 海 道 の 会 

事 務 局 ： 北 海 道 生 活 と 健 康 を 守 る 会 連 合 会 

札 幌 市 西 区 八 軒 ８ 条 東 ５ 丁 目 ４ - ２ ０ 

Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ １ １ ） ７ ３ ６ － １ ７ ２ ２   Ｆ Ａ Ｘ ( ０ １ １ ） ７ ３ ６ － １ ６ ８ ８ 

メ ー ル ： d o s e i r e n @ j o y . o c n . n e . j p 

 

◆講演の要旨◆ 

・母子加算の廃止は、憲法２５条と生活保護法から見て明らか

に違憲・違法である。従ってこの裁判は当然勝つべきもの。 

・母子加算の必要性は、生活保護法制定以前（１９３７年母子

保護法）から認められていた。 

・にもかかわらず廃止する理由は、財政方針による。 

・そもそも日本の生活保護の実態は①漏給率の異常な高さ②基

準の建て方が合理的でない③利益代表の意見を聞かずに基準

を決めている（行政に参加する権利の不十分さ）という問題が

あり、更に国際条約から見ても変えていくべきである。 
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◆提案報告◆ 
（１）１年を振り返って 運動開始から約２年の到達点 

①幅広い多くの人たちに支えられた運動への発展。 

②原告と子どもたちのがんばりが裁判闘争の活力に 

③弁護団・司法書士の奮闘と研究者の応援。 ④マスコミの好意的な報道が貴重な力に。 

（２）当面の活動について「今年は大きな節目の年」 

 ①支援の輪を１年目以上に ②宣伝の強化と工夫 ③第２弾のシンポジウム「子どもとシングル

マザーの貧困」を問題にしたものに ④新しいパンフの作成 ⑤原告・子どもたちとの懇親 

 ⑥支援する個人・団体を広げる～財政の確立とニュースの送付に努める ⑦全国連絡会との連帯

強化 ⑧２００９年度の審査請求（５月） ⑨当面の日程 １． ２／１３札幌裁判  

 ２． ２／２１釧路学習会 ３． ３／３釧路裁判 

（３）決算と予算が提案され拍手で承認されました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◇参加者の感想から◇ 

＜小川講演をきいて＞・８９歳とは考えられない熱意と信念が伝わってきた。より一層学びを深

め信念を持って生きたいと感じました。（学生Ｆ・Ａ） ・明らかに異常な状況の日本を壊して新

たなものを作り上げていく勇気をもらえたように思います。（学生Ｋ・Ｙ） 

＜総会に参加して＞・考え方が変わりました。（学生Ｅ・Ｈ） 

・集まれば変革がもたらされることを感じたすばらしい集会でした。（学生Ｋ・Ｏ） 

・生存権は絶対に絶対に守らなければならないと強く思います。正しい事が世論になり、政治を

変えていくことができるようにこの会場を出てからの行動を変えたいと思いました。（学生Ｎ・Ｔ） 

＜お母さん方へ＞・涙が出ました。絶対裁判に勝ちましょう。皆さんが行って 

いることは誇りであり権利です。（学生Ｋ・Ｏ） 

・本当に勇気を持って裁判を起こしたことが伝わってきました。心ない政策で 

苦しい生活を強いられてきたのだと思うと胸が詰まる思いでした。遠方からで 

すが…最後まで応援したい…絶対に勝つと信じています！！（学生Ｎ・Ｔ） 

 

 

活動の歩みが一目で分か

りました。札幌社保協・ 

斉藤さん、お疲れさま！！ 

力強い見方・弁護団の

面々。若手も多いゾ。 

釧路の会・北見の会

も頑張ってます！！ 

 


